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講師：荒磯 恒久（北海道大学産学連携本部特任教授） 

北川 泰治郎（小樽商科大学ビジネス創造センター准教授） 

 

 
講義をする荒磯恒久教授（左）と北川泰治郎准教授（右） 

 

 

 

２．出展イベント 

 

（１）北洋銀行ものづくりテクノフェア２０１３ 

 

平成 25（2013）年 7 月 24 日（水）、北洋銀行ものづくりテクノフェア 2013（主催：北

洋銀行 於：札幌コンベンションセンター）の産学官金連携コーナーに小樽商科大学ブー

スを出展しました。出展企業・団体は 186 にのぼり、それぞれ PR、商談にあたりました。 

商大ブースでは大学紹介、山本学長挨拶、商大ビジネススクール（ＯＢＳ）紹介のポスタ

ーを掲出し、江頭進教授「小樽あんかけ焼そば事典２０１３」、近藤公彦教授「学生企業『株

式会社ｉ－ｖａｃｓ』」、中川喜直教授「もうひとつのスキー発祥の地＜おたる地獄坂＞」

もポスターおよび動画で紹介しました。近藤教授、江頭教授の動画は小樽商大発ベンチャ

ー「株式会社ＳＥＡ－ＮＡ」が制作を担当しました。 

来場者応対には李濟民ビジネス創造センター長、澤田芳郎副センター長、今野茂代助手、

関下耕平研究協力係員があたりました。また近藤教授、中川教授も来場しました。 

来場者は約 4,000 人でしたが、今回は例年と異なり本会場外のエントランスホールに設

置されたためか産学官金連携コーナーへの来場者は例年に比べて少なかったようです。そ

うした状況でしたが、商大卒業生、OBS 修了者など多数がブースを訪問してくださいまし

た。 
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ベスト・プレゼンテーション賞 

「地方議会会議録コーパスを用いたオノマトペの使用の地域比較」 遠藤 星地 

「東京ディズニーリゾートにおける社会的文化の生成」 髙張 真央 

 

 

 

（大学院生の部）  

優秀賞   

「地域企業における地域ドメインと戦略創造－六花亭製菓の事例から－」 笹本 香菜 

 

 

副賞 

 

 

 

 

 

（３）優秀賞以上論文の講評 

 

（学部生の部） 

ヘルメス賞 

「経験価値デザインによる脱コモディティ化戦略－感性工学アプローチによる製品開

発マネジメント－」 村松 龍治 菅沼 昌子 日向 晃平 藪下 菜月 

 

 近年における製品のコモディティ化を脱するための方策として、本研究は製品の感性品

質を向上させるための手段を明らかにすることに取り組んでいる。具体的には、経験価値

と感性との関係を実証的に分析し、さらに感性工学のアプローチを導入して消費経験を製

品開発に結びつける手法の開発を行っている。実証では３種類の消費財を対象として質問

紙調査を行い、因子分析、構造方程式モデリングなどの統計手法を使用して分析を行って

いる。その結果、消費者の感性が製品評価と関係していること、そして製品に感性コンセ

プトを含める事によって消費者の態度を向上させ、脱コモディティ化にとって効果的であ

ることが明らかになった。 

 本論文は、学術論文としての要件を十分に整えており、先行研究の理解、独自の分析視

角、高度な解析手法の駆使、説得的な分析結果の解釈など、学部生の研究レベルを大きく

越える優れた研究成果である。また、経験価値マーケティングの研究領野を切り拓こうと

する意欲が見られる。さらにマーケティング研究と感性工学の知見を統合して、実務面で

も理論面でも新たなブレークスルーが認められる。これらの点に大きな独創性があり、今

後の研究の発展を大いに期待する。 
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 ヘルメス賞 6 万円      優秀賞 3 万円   奨励賞 6 千円 

ベスト・プレゼン賞 6 千円  特別賞 6 千円 
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資料２．新聞・雑誌記事収録 

 

掲載した記事は，すべて著作権者の使用許可を得ています。無断で複製，送信，出版，

頒布，翻訳等著作権を侵害する一切の行為を禁止します。「小樽商大ビジネス・ワンポ

イント」の掲載号表記は本報告書 P.9 にあります。 

コピー（pp.52-68）は Web では公開しておりません。 
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